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目指す生徒像

心豊かで、社会性のある生徒

自ら学び、共に高め合う生徒

心身ともに明るく健康な生徒
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文責：校長  目野登美恵

中体連では、校長は各競技に割り振られ、競技会長として開会行事や

表彰などの役割を担当しています。私は男子ソフトテニス競技担当のた

め、６月28日は本校の試合会場へ応援に行くことができませんでした。

競技を運営しながらも、各会場へ応援に行ってくださった先生方から届

く報告を何度も確認し、「今、どうなっているだろう」「応援に行きた

い」という思いでいっぱいでした。先生方から送られてくる言葉からは、

白熱した試合の様子や、生徒たちが最後まで全力で戦う姿が伝わってき

て、胸が熱くなりました。

６月20日、21日、27日、そして７月４日に各競技の応援へ行き、改

めて感じたことがあります。それは、本校の生徒、保護者、そして先生

方による「チーム山内中」の素晴らしさです。試合では、苦しい場面や

思うようにいかない場面もありました。それでも生徒たちは決して下を

向くことなく、「大丈夫」「次、いこう」と互いに励まし合い、仲間を

信じて最後まで戦い抜いていました。その姿は、勝敗を超えて、見る人

の心を動かすものでした。

また、保護者の皆様の応援にも深く感動しました。選手一人一人に惜

しみない拍手と声援を送り、チームを温かく後押しする姿は、本校の大

きな誇りです。どの会場でも、その応援の一体感はひときわ輝いて見え

ました。さらに、休日にもかかわらず生徒たちを応援しようと各会場へ

駆けつけてくれた先生方の存在も、生徒たちにとって大きな力になった

ことでしょう。

結果は、満足できるものばかりではなかったかもしれません。しかし、

山内中学校の代表として最後まで全力を尽くした経験は、これからの人

生につながる大きな財産になるはずです。この中体連で得た悔しさや喜

び、仲間との絆を次の目標へ生かし、さらに成長してくれることを期待

しています。

今週末には、雨天のため延期となった女子ソフトテニス個人戦と陸上

競技の県中学校総合体育大会が予定されています。出場する皆さんの健

闘を心から願っています。

保護者の皆様には、引き続き温かいご声援をよろしくお願いいたしま

す。

※各種目の結果については、次号で掲載したいと思います。

❖ 「チーム山内中」 の絆を力に❖
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